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2015年度海外選択制臨床実習報告書 
LYON大学　小児心臓外科
木下颯花
1 ．はじめに
　20１５年 ４ 月 ６ 日から30日にかけて，フランスのリヨン大学Louis PRADEL病院にて １ ヶ月の実習を行いま
した。先輩が 2 年前に初めて富山大学からリヨン大学へと実習に行かれた時から，ぜひ私も行きたいと思っ
ていました。他の国での外科手術をどうしても見学してみたいという希望があり，これが叶ったことを幸せ
に感じています。ご多忙の中実習の手配をしてくださった第一外科学教授芳村直樹先生をはじめ，海外選択
制臨床実習を支えてくださった全ての方に深く感謝しています。
2 ．日本での準備
　リヨン大学で実習を行いたいということについて，夏のはじめに第一外科を実習で回った際に芳村先生に
相談させていただきました。その後公式な掲示があり，他に希望者もいなかったためリヨン大学での実習が
決まりました。実習許可や日程については芳村先生がメールでやりとりしてくださり，１0月に公式に決定し
ました。
　そこから航空券を購入し，宿泊先を探し始めました。航空券
は格安のもの，宿泊先は先輩方 2 人と同様に留学生用アパート
を借りました。実習先まで地下鉄とバスを使って30分かからず
に行けるくらいのところにあり，リネンと光熱費込で６５ユーロ
程度でした（写真の部屋を借りました）。また，フランスでは
１ ヶ月単位でSIMカードが購入でき，定額で利用できるサービス
があるため，SIMフリーのスマートフォンを持って行きフランス
でも携帯を使えるようにしました。私はパリでiPhoneをすられ
てしまったので，これがあって 本 当 に 助 かりました。フランス
では（特に東洋人を狙った）iPhoneの盗難が多いようです。
3 ．リヨンでの実習
　基本的に実習は手術見学です。小児心臓外科の手術室では １ 日
2 ， 3 件 の 手 術 があり，Jatane, Ross, Fallot, Fontan, Crafoord, 
VSD, ASDなど小児心臓外科のメジャーな手術をはじめ，ECMO, 
sinus venous syndrome, 右房左室短絡路, 冠動脈奇形 など多数の
手術を見学しました。日本では少ない成人先天性心疾患の手術も
あり，また 希 望 すれば 成 人 の 心 疾 患 手 術（僧 帽 弁 形 成 術，
OPCABなど）も見学することができました。術野に入ることは
できませんが，麻酔科の先生が優しかったら頭側から覗くことが
できました。英語の練習をちゃんとしていかなかったため，先生
たちに質問したり，教えてもらったりはやっとやっとでしたが，
一緒に行った山崎さんに助けていただいてどうにかこうにかと
いう感じでした。むしろフランス語を少し勉強していたので，英
語の通じない看護師さんと少し意思疎通がとれたことがとても
嬉しかったです。
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4 ．現地での生活
　実習後は夜 8 時くらいまで明るいので，リヨンの町をぶ
らぶらしたり，ショッピングモールで買い物したり，お茶
したり。映画館で子供向けの映画を見たり，オペラ座でカ
ルメンを観たりもしました。夕飯はスーパーや近くの市場
で買い物して家で食べていました（写真：何度も食べた市
場のチキンとジャガイモ）。市場のご飯はもちろん，スー
パーのレトルト食品も美味しかったです。
　週末は短期のフランス旅行ではなかなか行けないような
地方の町へ，延々と続く牧草地と畑を眺めながら電車で旅
行して過ごしました。ディジョン，アヌシー，ペルージュ，
ニース，カンヌと，知人のいるスイスのローザンヌを，本当に満喫しました。
5 ．おわりに
　長期で海外に滞在するのは初めてのことで，困難なこともありま
したが，珠玉の １ ヶ月間になりました。このような貴重な経験をさ
せていただいたことを本当に嬉しく思っています。第一外科学教授
芳村直樹先生をはじめ，リヨン大学の先生方，リヨンでの実習への
道を切り開いてくださった先輩方，一緒に実習してくださった山崎
優華さん，たくさん相談に乗ってくださった大野百合子さん他，今
回の実習にあたりお世話になりました皆様に心より感謝していま
す。本当にありがとうございました。
